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ほけんだより 

 

 寒さが深まり、咳症状のある子どもも増えてきました。乾燥が原因の咳もあります
が、ウイルス性のものは飛沫感染によって広がっていきます。咳エチケットを守り、
咳が出ている時はマスクを着用しましょう。 
 

コンコンッ！ 咳のかぜ、引いていませんか？ 
 

 洗濯物を干したり、加湿器

をつけたりして、湿度を調節

し、喉を潤しましょう。 

おうちでのケア 

 咳がひどい時は、背中の下

に枕やクッションを置くなど

して上半身を高くしましょ

う。 

呼吸がらくになります。 

 麦茶や白湯など、刺激のな

い飲み物で水分補給をこまめ

に行いましょう。 

嘔吐下痢症 
 嘔吐下痢症（おうとげりしょう）は、突然

吐き出したり、激しい下痢を１日に何度も繰

り返したりします。特に乳幼児がかかりやす

く、脱水症状からひきつけを起こすなど、重

症化することがあります。激しくぐずる、一

日中ぐったりと寝ている、唇や口の中が乾い

ている、おしっこの量が減っているなどの症

状が見られたら、すぐ医師にかかりましょ

う。タオルやハンカチなどの共有を避け、手

洗い・うがいをこまめに行うことが感染予防

につながります。 

冬のかぜについて 
 冬に流行するかぜには、発熱、鼻水、喉など

が主症状の“鼻と喉のかぜ”と、嘔吐や下痢が

主症状の“お腹にくるかぜ”（感染性胃腸炎な

ど）があります。冬場、特に注意すべきはイン

フルエンザです。時に重症化することがあり、

急な発熱や悪寒、筋肉痛・関節痛を伴うような

ら、インフルエンザの可能性があるので早め

の通院を心掛けましょう。 

自宅では、部屋

を保温・加湿し、

脱水症状が出な

いよう、水分補

給には十分注意

しましょう。 


